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 事 業 報 告 
Ⅰ．総 括 

本年度は、新型コロナウイルス感染症の流行に大きな波があったものの、

社会全体が感染拡大防止と経済活動の活性化との両立へと舵を切り始め

たことから、徐々にではあるが、イベントの開催や施設の利用に回復傾向

が見られた。 

しかしながら、約３年に及ぶ新型コロナウイルス感染症の流行により、

本市においても、多くの文化芸術イベントの中止や文化活動の自粛を余儀

なくされ、文化芸術関係者の発表の場や市民の鑑賞機会の喪失といった文

化芸術を取り巻く環境に大きな影響をもたらした。 

このような中、コロナ後を見据えた文化芸術活動への参画の早期回復を

図るため、政府や各団体等が示す感染防止対策ガイドラインの変更内容を

参考に、下松市文化会館におけるイベントの開催制限及び施設利用条件等

を感染状況に応じて見直し、段階的に緩和を行った。 

施設内における感染防止対策としては、昨年度に引き続き、施設内各所

に手指用アルコール消毒液の配置や利用後の職員による施設及び設備の

消毒等、基本的な対策を講じるとともに、昨年９月に実施した大ホール客

席等への抗菌・抗ウイルス加工の効果維持を確認するため、施工業者によ

る１年点検を実施した。 

文化事業については、当初の事業計画に沿って、概ね実施することがで

きた。これまで、コロナ禍により延期されていた、海外からの招聘企画「キ

エフ・クラシック・バレエ」や感染リスクへの懸念により、やむを得ず自

粛していたワークショップ「バックステージツアー」、「柏木広樹＆光田健

一による下松市内中学校巡回公演」といったアウトリーチ事業を再開する

ことができ、徐々に平時並みのイベントの企画、実施が可能となってきて

いる。ただし、集客の面においては、定員制限の緩和により、通常定員で

イベントを実施したにもかかわらず、全国的な傾向と同様にまだまだ厳し

い状況であった。このような状況下で、11 月に開催した「世良公則 KNOCK 

KNOCK 2022 with 宇崎竜童」は、県内外から多くのご来場をいただき満席

となり、出演者、主催者ともに感慨深い公演となった。 

次に、次年度の開館 30 周年に向けた記念事業を計画するにあたり、文

化庁及び自治総合センターの助成金を活用するべく各種申請手続を進め

るとともに、放送局やイベンター等へタイアップ企画の招致及び共催公演

の開催依頼を行った。 

このほか、インボイス制度に係る施設利用システム変更等の措置や急速

に進むデジタル化へ対応するため、文化施設の利用予約や申請手続のオン
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ライン化、電子チケットやキャッシュレス決済の導入等の研究に取り組ん

だ。 

最後に、公益法人として法令を遵守し、公正かつ適正な事業を行うため、

積極的な情報公開と公益目的事業を推進した。 

 

Ⅱ．実施事業 

１．公益目的事業 

（１）主催公演等 

【事業内容】 

市民文化の向上と文化の薫り高いまちづくりを基本理念に、音楽、演 

劇、芸能等様々なジャンルのイベントを開催し、市民が文化にふれる機 

会を提供した。 

①文化芸術の鑑賞の機会を提供するコンサート等の開催 

②ハート・フロアーでのミニコンサート等の開催 

③青少年育成のための文化活動 

④本物の楽器等芸術を体験する機会の提供 

⑤訪問コンサートの開催 

   ⑥ソーシャルディスタンスコンサートの開催 

【対象者】一般 

【周知方法】 

ホームページへの掲載、ポスターの掲示（設置先：下松市内公民館、 

県内文化施設等の約40箇所）、チラシの配布（配布先：下松市内公民館、 

県内文化施設等の約40箇所）、下松市広報への掲載、地域情報誌（地域 

情報新聞ほっぷ、サンデー周南等）への掲載、放送局各局（ケーブルテ 

レビ含む）のテレビ及びラジオスポット等 

（取組） 

① 文化芸術の鑑賞の機会を提供するコンサート等の開催 

市民文化の振興及び文化芸術の鑑賞の機会を提供するため、「劇団 

四季ミュージカル ロボット・イン・ザ・ガーデン」、「キエフ・クラ

シック・バレエ チャイコフスキー 夢の3大バレエ」、「YAMATO THE 

DRUMMERS OF JAPAN 倭-山口公演」、「世良公則 KNOCK KNOCK 2022 with

宇崎竜童」、「柏木広樹＆光田健一“二人旅”」を実施した。また、コ

ロナ禍からの文化芸術活動の再興支援事業として、山口県内公立文化

施設9館が連携し、「文化庁アートキャラバン事業 元気やまぐち創造

プロジェクト 管弦楽アンサンブルと和太鼓のコラボレーション」を

実施した。さらに、国内で活躍している下松市出身の芸術家を広く市

民に知っていただくため、「森永康夫ピアノリサイタル～第5回・第6
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回ふるさとコンサート～」、京都市交響楽団所属のヴァイオリニスト

相本朋子さんと楽団メンバーによる「室内楽のひとときinスターピア 

シリーズⅦ」を実施した。 

（本年度実績）実施公演数 10事業、参加者 2,950人 

              中止公演数 1事業 

②ハート・フロアーでのミニコンサート等の開催 

会場の構造上、新型コロナウイルス感染防止対策を講じることが困 

  難であるため、ハート・フロアーでのコンサートは実施せず、会場を 

大ホールに移し、ソーシャルディスタンスコンサートを企画した。市 

内の保育園、幼稚園児等による七夕飾りやクリスマス飾りの展示を実 

施した。文化芸術体験ワークショップは、新型コロナウイルス感染拡 

大防止の観点から中止した。 

（本年度実積）実施公演数 2事業、参加者 400人        

③青少年育成のための文化活動 

未来を担う子供たちの豊かな情操を育む等、青少年育成のため、 

市内の中学生を対象とした柏木広樹＆光田健一によるデュオコンサ 

ートの巡回公演と県内の高校生以下を対象とした吹奏楽とダンスの 

コラボレーションによるフェスティバル、親子向けのジャズコンサー 

トを実施した。 

（本年度実績）実施公演数 4事業、参加者 1,690人 

              中止公演数 1事業 

④本物の楽器等芸術を体験する機会の提供 

舞台芸術をより身近に感じてもらうため、舞台道具の組立てや舞台 

設備の操作が体験できるバックステージツアー、第30回スタインウェ 

イを弾く会（事前の申込みにより誰でも自由に弾くことが可能）を実 

施した。 

（本年度実績）参加者 バックステージツアー   30人 

スタインウェイを弾く会 160人 

 ⑤訪問コンサートの開催 

 ハート・フロアーコンサートの出演団体を中心とした地域の文化団 

体による市内の保育園、幼稚園、福祉施設等へのアウトリーチ事業 

（訪問コンサート）は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から 

中止した。 

⑥ソーシャルディスタンスコンサートの開催 

   長引くコロナ禍においても市民の皆様に文化を感じていただける

よう、大ホールにおいて地域文化団体によるコンサートを開催した。

参加人数の制限や入退場時の密集回避等、感染防止対策を徹底し実施
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した。 

  （本年度実績）実施公演数 2事業、参加者 280人 

  

（２）文化団体等支援事業 

【事業内容】 

市民の文化活動の活発化と発展を図るため、下松市を拠点に活動する 

地域の文化団体等が実施する文化振興活動を支援した。 

【支援対象者】 

下松市を拠点に活動する下松市文化協会（任意団体）、下松市吹奏楽 

団、降松星太鼓保存会、全国各地で巡回展覧会を実施する公益財団法人

美育文化協会 

【支援方法】 

文化団体が実施する演奏会や展覧会等の開催にあたり、大ホールや展 

示ホール等の無償貸与（当財団が負担）、開催当日の準備等への協力、 

練習場の無償貸与（当財団が負担）等を行った。 

【参考】 

○下松市文化協会 

生涯学習社会の創造をめざし、市民の自主的な文化活動を育成・支 

  援することにより、地域文化の振興に寄与することを目的とする団体 

であり、10連盟48団体が加盟 

○下松市吹奏楽団 

吹奏楽を通じて地域の文化活動に寄与することを目的として設立 

された団体で、市内唯一の市民誰もが入団できる吹奏楽団。市民吹奏 

楽団として広く市民に認知されており、「吹奏楽のまち下松」の牽引 

役ともいえる団体 

 〇降松星太鼓保存会 

   下松市制施行55周年を記念し、平成6年に発足。市内のイベントで 

の演奏の他、地元小学生への太鼓指導を実施する等、伝統芸能の普及 

と後進の育成に努めている。 

 ○公益財団法人美育文化協会 

美術教育の振興開発に関する諸活動を行い、もって教育文化の発展 

に寄与することを目的とする団体。世界児童画展（※）等を実施 

※ 全国の幼稚園、小学校、中学校や海外各国の児童生徒作品を募 

集し、優秀な児童作品を全国各地にて巡回展覧し、美育教育・文 

化の振興を図った。 

（取組） 

①下松市文化協会の活動支援 
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第55回下松市民謡曲・仕舞発表会の開催にあたり、展示ホールを無 

償で貸与した。 

・参加者 50人 

②下松市吹奏楽団の活動支援 

週2回、練習場としてリハーサル室を無償で貸与した。 

 ③降松星太鼓保存会の活動支援 

   降松星太鼓保存会（主催）と下松市吹奏楽団（友情出演）がウクラ 

イナ支援を目的としたチャリティーコンサートを開催するにあたり、 

大ホール等を無償貸与及び運営に係る業務の協力をした。 

 また、当財団が調整役を担い、ジャンルの異なる文化団体同士の 

交流を図った。 

・参加者 120人 

④公益財団法人美育文化協会の活動支援 

第52回世界児童画展山口県展の開催にあたり、展示ホールを無償 

  で貸与し、展示に係る準備等の協力をした。 

・応募作品数 国内41,534点、海外34,504点、計76,038点 

・展示数等  入選作品等 県内309点、他県5点、海外31点 

・展示作品数 合計345点  

・参加者   1,000人 

  

（３）芸術家（作家）活動支援事業 

【事業内容】 

市内で活躍する芸術家（作家）の中から、日頃の創作活動の成果を発 

表することを希望する者を募集し、個展の開催経費の一部を助成すると 

ともに、展示会開催準備に係る支援をした。 

【募集方法】 

募集要項をホームページに掲載するとともに、市内公共施設等に配布 

した。 

・募集期間 令和3年12月2日から令和4年3月31日まで 

【対象者】 

県美展及び同程度の受賞歴があり、下松市在住、主に下松市内で活動

又は下松市にゆかりのある芸術家（作家）。共同で応募する場合は3名ま

でとし、うち1名は必ず市内在住であること 

【選考方法】 

すべての応募について有識者と財団職員からなる選考委員会に諮り、 

選考基準に則り支援をする芸術家（作家）を決定した。 
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（取組） 

10回目の実施となる本事業の助成者に「書道家 田村香鳳」を選考し、 

個展を開催。展示会の準備から撤収までの展示ホールの会場利用料を全 

額助成するとともに、展示会開催準備に係る支援をした。 

・作品準備期間 令和4年9月22日 

・作品展示期間 令和4年9月23日から9月25日まで 

・作品展示会場 スターピアくだまつ 展示ホール 

・展示作品数  書作品 60点 

・参加者        270人 

 

（４）施設貸与 

【事業内容】 

地域の学校及び幼稚園等の音楽・文化活動及び文化協会をはじめとす

る地域の文化活動団体による発表の場として施設を貸与することにより、 

地域文化の振興に寄与した。また、当財団が施設を利用し主催公演等を 

行うことで、市民に常時、文化芸術の鑑賞の機会を提供した。 

【対象者】一般 

【周知方法】 

ホームページへの掲載及びパンフレット配布（設置先：下松市内公民 

館、県内文化施設等の約40箇所） 

【施設説明】 

大ホール(1,007席）1、展示ホール(360平方メートル、300人収容）1、

リハーサル室（217平方メートル、80人収容）1、練習室（39平方メート

ル、6人収容）1、会議室1（100平方メートル、50人収容）、会議室2 

（100平方メートル、50人収容）、会議室3（76平方メートル、40人収 

容）、会議室4（50平方メートル、18人収容）、会議室5（32平方メートル、 

9人収容）、和室1（20畳、20人収容）、和室2（6畳、6人収容）  

※新型コロナウイルス感染防止対策として、施設毎に定員制限を設定 

（取組） 

地域住民等の文化活動の場を提供するため、大ホール、展示ホール、 

リハーサル室、練習室、会議室、和室を貸与し、利用料金を徴収した。 

〇利用件数及び利用料 

・当財団の利用件数       31件、利用料  2,250,530円 

・地域の文化活動等の利用件数 583件、利用料 11,430,660円 

〇利用団体等 

ア 大ホール・展示ホール 

下松市文化協会詩吟連盟・音楽連盟の発表会、学校法人四恩学園・ 
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認定こども園末光幼稚園・旭ヶ丘幼稚園園児の生活発表会、降松星 

太鼓保存会の練習、下松中学校・末武中学校・下松高等学校・下松 

工業高等学校吹奏楽部の定期演奏会、光高等学校演劇部の演劇公演、 

山口バレエアカデミーのバレエ発表会、NPO法人子ども劇場くだま 

つの人形劇、も美じ窯陶芸教室の作品展、日本光画会山口支部の写 

真展、星美会の絵画展示等 

イ リハーサル室、練習室、会議室、和室 

下松市吹奏楽団、下松女声合唱団、中央ダンス同好会、末武ダンス 

サークル、らぱんくだまつ社交ダンス、ダンススクールBeyond、オ 

フィス日高絵手紙教室、グループ楓絵画教室等 

 

（５）その他 

文化事業を効果的に推進するため、あらゆるメディアや会員情報誌

「Pia Mail」、ホームページ等を利用し、積極的に情報を発信した。ま 

た文化事業への参加者の増加と財団事業を円滑に運営するため、財団会 

員を募集し、本年度は、合計1,314人の会員数と総額1,767,000円の会費 

収入を得た。会員制度をより充実したものにするため、会員特約施設と 

の連携を図り、サービスの向上に努めた。  

 

２．収益目的事業  

（１）文化施設貸与事業 

【事業内容】 

文化施設の効率的な管理運営を図るため、公益目的以外で地域の団体 

及び個人等へ施設を貸与した。 

【対象者】一般 

【周知方法】 

ホームページへの掲載及びパンフレット配布（設置先：下松市内公民 

館、県内文化施設等の約40箇所） 

（取組） 

大ホール、展示ホール、リハーサル室、練習室、会議室、和室を貸与 

し、利用料金を徴収した。 

○利用件数及び利用料 利用件数 700件、利用料 7,579,020円 

○貸与先等 

ア 大ホール、展示ホール 

下松市教育委員会成人のつどい、下松市消防本部出初式、下松市社 

会福祉協議会大会、徳山公共職業安定所合同就職面接会、明治安田 

生命労働組合定期大会、株式会社夢番地コンサート、住友不動産株 
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式会社リフォーム相談会、ジャザサイズ等 

イ リハーサル室、練習室、会議室、和室 

大木産業株式会社西中国支社、株式会社ワールドインテック、日総 

工産株式会社、一般社団法人下松医師会、公益社団法人全国珠算教 

育連盟、シーエーアイシステム株式会社徳進塾、株式会社ユキ、 

センタリングヨガ、サークルFIT等 

 

（２）会員のつどい事業及び共催事業 

【事業内容】   

会員のつどい及び地域団体と文化に関する共催事業を実施すること 

により、会員の親睦及び交流を図るとともに、地域住民へ鑑賞の機会を 

提供し、地域文化芸術の振興に寄与した。 

①会員のつどいの開催 

②地域団体との共催事業の開催 

【対象】スターピアくだまつ会員、中小企業勤労福祉協議会加入者 

【周知方法】印刷物及びホームページ等 

（取組） 

 ①会員のつどい 

会員のための文化事業を開催し、無料招待を行い鑑賞の機会を提供 

した。 

・期日  令和4年7月9日 

・内容  黒田由樹＆黒田亜樹 心はずむ名曲の花束 

・参加者 350人 

 ②下松市中小企業勤労福祉協議会との共催事業 

地域の関係団体と文化事業を共催することにより、地域住民へ鑑賞 

の機会を提供した。 

・期日 令和4年11月23日 

・内容 第20回下松市中小企業勤労者フェスタ（歌謡ショー等）の開 

催 

・出演者 香西かおり、MIKKO 

・参加者 550人 

 

（３）物品販売等事業 

【事業内容】 

施設利用者の利便のためのチケットや物品販売等に係る手数料を徴

収した。 
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（取組） 

・他団体のチケットを販売し、売上額の5～10パーセントを手数料と 

して徴収した。 

・CD、グッズ等の物品販売手数料の徴収(売上額の5パーセント) 

・自動販売機売上手数料の徴収(売上額の20パーセント) 

・物品販売等の収入額：882,510円 

 

３．その他 

（１）施設の改修・整備 

市民の皆様に安全で安心に施設をご利用いただけるよう、施設及び設

備面における定期的な補修等を行った。 

本年度においては、次のとおり改修・整備を行った。 

ア 空調ポンプ更新 

イ 冷温水発生器制御基盤交換 

ウ リハーサル室扉補修 

エ 舞台照明設備部品交換 

オ 大ホールパワーアンプ更新 

カ リハーサル室の床スポーツコーティング 

キ 大ホール客席等の抗菌・抗ウイルス加工効果維持に係る１年点検 

 

（２）施設の利用状況 

本年度も、引き続き新型コロナウイルス感染拡大防止対策として、施

設別に利用定員数の制限を実施した。新型コロナウイルス感染拡大防止

を理由とする利用取消件数は 38 件（前年度 197 件）、全額還付件数は 16

件（前年度 141 件）、還付金額は 417,240 円（前年度 2,050,710 円）で

あった。 

利用者数は、延べ 116,997 人（前年度比 112.5％）、利用料収入は、 

21,260,210 円（前年度比 109.6％）、利用件数は 1,973 件（前年度比 

111.2％）であった。 

利用率は、大ホールが 61.2％でコロナ前と比べると約 20％減、展示

ホールは 72.3％で昨年より 3.5％減少したものの、過去 50％台で推移し

ていた頃と比べると高水準を保っている。リハーサル室は 89.3％で例年

並み、練習室は 60.7％で前年度と比べると 5.2％増で回復傾向にある。

会議室 5 室の内、会議室 1 は 57.3％、会議室 2 は 52.7％で共に例年並

みであった。その他の室内面積が比較的小さい会議室及び和室は、新型

コロナウイルス感染防止対策による定員数の削減や三密回避等の対策

が影響し、コロナ前と比べると約 10～20％減となった。 
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次に、利用者の利便性及び利用率向上を図るため、平成 29 年に新設

した展示ホールの練習利用について、本年度の利用件数は 104 件（前年

度 96 件）であった。フィットネス団体の定期利用やピアノ等楽器の練

習会場としての利用が、展示ホールの利用率向上に貢献した。 

 

（３）運営改善 

  文化事業については、イベント終了後、出演者及び共催者を交えて反 

省会を実施し、交流を深めるとともに、当該事業における企画内容や運 

営について、それぞれの立場から意見や問題点等を出し合い、次回に向 

けた事業改善に努めた。 

 また、情報発信の手段として、昨年度開設したツイッターに加え、5

月から YouTube とインスタグラムの運用を開始し、リハーサル風景や展

示会の様子等を写真や動画で配信し、常に最新の情報を提供するよう心

掛けた。 

 施設管理については、新型コロナウイルス感染防止対策の段階的な緩

和措置を踏まえ、公演の開催や施設の利用について、関係者に適切かつ

有効な感染拡大防止対策や運営方法を積極的に提言し、安全安心に配慮

した施設利用の促進と文化活動の推進に努めた。 

 また、施設の利用率向上を図るため、ホームページ等を活用し、施設

の PR に努めた。 

 

（４）防災対策 

下松市文化健康センター内において、定期的に防災会議を開き、防災 

・危機管理マニュアルの整備や防災訓練を計画実施した。防災訓練につ 

いては、防災啓発ビデオの視聴や保健センターと共同でホール来場者の 

避難誘導訓練（新規職員を対象とした予備訓練も実施）を実施した。ま 

た、下松タウンセンターを構成する各社合同で実施された不審者対応訓 

練に参加した。この他、利用者の防災意識を高めるため、災害時の対応 

について催物の打合せの際に説明をする等の啓発活動を行い、緊急時に 

対応できる体制づくりに努めた。 

 

（５）職員研修 

コロナ禍においても安全で安心に利用ができる環境を整備するため、

全国的な感染状況並びに政府や各団体等が示すガイドラインの変更内

容を参考に、会館独自の新型コロナウイルス感染防止対策のガイドライ

ンを随時更新し、これを基に窓口での対応やイベント運営における対応

方法等、利用者に確実丁寧な説明ができるよう研修を実施した。 
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参考資料 3-（1） 

令和４年度自主事業（ホール事業）一覧 

開催日 事 業 名 会 場 
入場 

者数 
事 業 内 容 

4/16(土) 

山口県総合芸術文化祭 2022 

文化ジョイント 2022 

第 55 回 

下松市民謡曲・仕舞発表会 

展示ホール 50 
下松市文化協会謡曲連盟所属の会員によ

る謡曲・仕舞発表会を実施 

（下松市文化協会との共催） 

5/8(日) 
森永康夫ピアノリサイタル 

～第 5回ふるさとコンサート～ 
展示ホール 170 

下松市出身のピアニスト、森永康夫のピ

アノリサイタルを実施 

（森永康夫ピアノリサイタル実行委員会

との共催） 

5/22(日) 
０才からのジャズコンサート 

（2 回公演） 
展示ホール 100 

ニューヨークを拠点に活躍するピアニス

ト、クニ三上による赤ちゃんから大人ま

で楽しめるジャズコンサートを実施 

（オフィスヨコタとの共催） 

5/29(日) 
劇団四季ミュージカル 

ロボット・イン・ザ・ガーデン 
大ホール 680 

劇団四季オリジナル作品の伝統を継ぐミ

ュージカル「ロボット・イン・ザ・ガー

デン」を実施 

（KRY 山口放送との共催） 

6/17(金) 
柏木広樹＆光田健一 

“二人旅” 
展示ホール 40 

チェリスト・作編曲家、柏木広樹とピア

ニスト・シンガーソングライター、光田

健一のコンサートを実施 

（キャンディープロモーションとの共催） 

7/9(土) 

令和 4年度会員のつどい 

黒田由樹＆黒田亜樹 

心はずむ名曲の花束 

大ホール 350 

ジャンルを超えたマルチピアニスト、黒

田亜樹と、国内外で活躍するフルーティ

スト、黒田由樹の姉妹コンサートを実施 

（スターピア会員ご招待） 

8/6(土) 

室内楽のひととき in 

スターピア シリーズⅦ 

～続々 ブラームス～ 

展示ホール 100 

下松市出身のヴァイオリニスト、相本朋

子を中心とした室内楽コンサートを実施 

（室内楽のひとときinスターピア実行委

員会との共催） 

8/21(日) 
バックステージツアー 

「ぶたいのおしごと」 
大ホール 30 

小中学生を対象に、舞台道具の組立てや

照明・音響操作等の舞台業務が体験でき

る教室を実施 

9/8(木) 

キエフ・クラシック・バレエ 

チャイコフスキー 

夢の３大バレエ 

大ホール 540 
バレエ界の最高傑作から名場面を集めた

豪華ガラ公演を実施 

（ラグタイムとの共催） 

 9/9(金) 

～13(火) 

第 52 回 

世界児童画展山口県展 
展示ホール 1,000 

国内及び海外39ヵ国から応募された子供

達の絵画作品約 7万 6千点の内、入選等

の作品 345 点を展示 

{(公財)美育文化協会との共催}  
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開催日 事 業 名 会 場 
入場 

者数 
事 業 内 容 

9/14(水) 

9/15(木) 

令和４年度青少年育成事業 

柏木広樹＆光田健一 

下松市内中学校 巡回公演 

市内 

3 中学校 

体育館 

950 

下松市内の中学生を対象に日本を代表す

るチェリスト・作編曲家、柏木広樹とピ

アニスト・シンガーソングライター、光

田健一による巡回公演を実施 

9/23(金) 

～25(日) 

令和 4年度 

芸術家（作家）活動支援事業 

田村香鳳 個展 
この道～墨の香りに誘われて～ 

展示ホール 270 

市内で活躍されている芸術家の創作活動

の発表の場に対して助成、支援し、その

作品を市民の皆様に鑑賞していただく機

会を提供する事業。今年度は、下松市在

住の書道家、田村香鳳さんの書道展を開

催し、作品 60点を展示 

9/25(日) 

ウクライナ人道支援コンサート 

ウクライナチャリティーコンサート 

響け！平和への音色♪ 

大ホール 120 
ウクライナ支援を目的とした降松星太鼓

によるチャリティーコンサートを実施 

友情出演：下松市吹奏楽団 

10/3(月) 

文化庁アートキャラバン事業 

元気やまぐち創造プロジェクト 

管弦楽アンサンブルと 

和太鼓のコラボレーション 

大ホール 120 

国内トップクラスの演奏家と林英哲によ

る管弦楽アンサンブルと和太鼓のコラボ

レーション公演を実施。コロナ禍からの

文化芸術活動の再興支援事業（文化庁）

として、県内公立文化施設 9館が連携し

実施 

10/16(日) 

YAMATO 

THE DRUMMERS OF JAPAN 

倭-山口公演 

大ホール 170 
奈良県明日香村を拠点に、国内外で活躍

する和太鼓集団、倭の公演を実施 

（キャンディープロモーションとの共催） 

11/6(日) 
世良公則 KNOCK KNOCK 2022 

with 宇崎竜童 
大ホール 920 

ゲストに宇崎竜童を迎え、世良公則のア

コースティックコンサートを実施 

11/12(土) 

吹奏楽 de ダンス 

吹ダンフェスティバル 

in スターピア 

season.5 

大ホール 500 

県内の高校生以下を対象とした吹奏楽

とダンスのコラボレーションによるフ

ェスティバルを実施 

出演：桜ケ丘高等高校、聖光高等高校 

   徳山商工高等学校 

ゲスト：MOS 

（KRY 山口放送との共催） 

11/23(水) 
第 20 回 

下松市中小企業勤労者フェスタ 
大ホール 550 

香西かおり歌謡ショー、MIKKO ハッピーラ

イブ、お楽しみ抽選会を実施 

（下松市中小企業勤労福祉協議会との共催） 

12/4(日) 
森永康夫ピアノリサイタル 

～第 6回ふるさとコンサート～  
展示ホール  160 

下松市出身のピアニスト、森永康夫のピ

アノリサイタルを実施 

（森永康夫ピアノリサイタル実行委員会

との共催） 

1/13(金) 

～15(日) 

第 30 回 

スタインウェイを弾く会 
大ホール 160 

開館当初から継続している大ホールのス

タインウェイピアノを一般開放し自由に

弾いていただく会を実施（参加者 83 名） 

-16-



 

※網掛け事業は、新型コロナウイルス感染拡大により、令和 3年度に実施できなかった事業の 

振替公演 

 

【開催を中止した公演】  

・4/3(日)   『八神純子 Live キミの街へ～for all living things～』 

・12/24(土)  『KRY クリスマスこどもフェスタ 2022』 

 

 

開催日 事 業 名 会 場 
入場 

者数 
事 業 内 容 

1/27(金) 

柏木広樹＆光田健一 

Duo Live Tour 2023 

“二人旅” 

展示ホール 50 

チェリスト・作編曲家、柏木広樹とピア

ニスト・シンガーソングライター、光田

健一のコンサートを実施 

（キャンディープロモーションとの共催） 

2/25(土) 
第 5 回 

親子で楽しむジャズコンサート 
展示ホール 140 

うた、朗読、リズムダンスを取り入れた

親子で楽しめるジャズコンサートを実

施 

（ミュージック＆ダンス親子の会との共催） 

年 間 ハート・フロアー事業 
ハート・ 

フロアー 
400 

フロアーコンサートは、新型コロナウイ

ルス感染拡大防止の為、中止。展示部門

のみ実施（別紙記載） 

年 間 ソーシャルディスタンス事業 大ホール 280 
新型コロナウイルス感染予防対策を講

じ、新しい生活様式に則したコンサート

を実施（別紙記載） 

年 間 文化芸術ワークショップ 
ハート・ 

フロアー 
- 

新型コロナウイルス感染拡大防止の為、

中止 

年 間 アウトリーチ事業 － - 
新型コロナウイルス感染拡大防止の為、

中止 

年 間 下松市吹奏楽団支援 
リハー 

サル室 
- 

吹奏楽のまち支援事業の一環として、練

習場（リハーサル室）の会場費を援助 

年 間 
会員情報誌  

Pia Mail 発刊 
  会員情報誌の発刊 
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参考資料 3－(2) 

令和４年度自主事業（ハート･フロアー事業） 

開催日 事 業 名 
来場 

者数 
事 業 内 容 

 7/2(土) 

～7/7(木) 

子ども達の短冊による 

七夕飾り（展示） 
200 

下松慈光幼稚園、鋼鈑幼稚園の年中・年長

の園児約 160 名による手作りの短冊を展示 

12/17(土) 

 ～25(日) 

子ども達のハンドペイントに 

よるクリスマス飾り（展示） 
200 

潮音保育園、あおば保育園の年中・年長の

園児約 100 名によるクリスマスをテーマに

したハンドペイント作品を展示 

 

参考資料 3－(3) 

令和４年度自主事業（ソーシャルディスタンス事業） 

開催日 事 業 名 会 場 
入場

者数 
事 業 内 容 

6/26(日) 

心で歌って心でつながる 

ソーシャルディスタンスコンサート 

ハートフル💛コンサート 

篠笛コンサート 

大ホール 160 

光市を中心に活動する団体による篠

笛のコンサートを実施 

出演/しのぶえ教室「寧」 

9/24(土) 

心で歌って心でつながる 

ソーシャルディスタンスコンサート 

ハートフル💛コンサート 

歌のおくりもの 

大ホール 120 

周南地域で活動するアンサンブルグ

ループによる歌のコンサートを実施 

出演/クリスタル Moon 

 

※網掛け事業は、新型コロナウイルス感染拡大により、令和 3年度に実施できなかった事業の 

振替公演 

 

自主事業入場者数 

 

 
大ホール 展示ホール ハート・フロアー 市内中学校 合 計 

自主事業 

入場者数 
4,420 2,080  400   950 7,850    
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年　度
種　別

266 246 236 229 324 320 297 253 260 221

件　数 394 364 350 324 363 330 319 284 252 215

人　数 1,532 1,388 1,333 1,279 1,393 1,277 1,253 1,077 969 814

件　数 59 60 58 57 55 55 55 55 53 51

人　数 826 817 802 779 773 759 759 750 739 723

件　数 719 670 644 610 742 705 671 592 565 487

人　数 2,624 2,451 2,371 2,287 2,490 2,356 2,309 2,080 1,968 1,758

年　度
種　別

222 248 242 256 210 201 367 239 196 225

件　数 195 208 205 206 182 175 239 168 142 150

人　数 730 753 736 745 660 622 844 586 484 511

件　数 51 50 50 47 46 45 45 44 44 41

人　数 713 699 681 653 638 626 635 578 610 578

件　数 468 506 497 509 438 421 651 451 382 416

人　数 1,665 1,700 1,659 1,654 1,508 1,449 1,846 1,403 1,290 1,314

R4年度R3年度

家族

団体

個　　人

25年度 26年度 27年度 28年度

21年度 23年度19年度

29年度 R1年度

15年度

R2年度

団体

16年度

　参考資料４

　　会員の推移

18年度 20年度

家族

合計

合計

24年度22年度17年度

個　　人

30年度

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

団体

家族

個人

（人）
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役　職 氏　　　　名 就　任　年　月　日 任　期

理事長 原  田　雄  次 令和3年6月21日
令和4年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和5年6月）

副理事長 福　永　　　學 令和3年6月21日
令和4年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和5年6月）

常務理事 坂  田  祐  次 令和3年6月21日
令和4年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和5年6月）

理　　事 弘　中　伸　寬 令和3年6月21日
令和4年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和5年6月）

理　　事 清　光　隼　人 令和3年6月21日
令和4年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和5年6月）

理　　事 水  津  裕  司 令和3年6月21日
令和4年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和5年6月）

理　　事 溝　江　利　之 令和3年6月21日
令和4年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和5年6月）

理　　事 玉　川　良　雄 令和3年6月21日
令和4年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和5年6月）

理　　事 杉　田　昌　士 令和3年6月21日
令和4年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和5年6月）

理　　事 山　下　竜　登 令和3年6月21日
令和4年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和5年6月）

理　　事 三奈木  悦  子 令和3年6月21日
令和4年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和5年6月）

理　　事 田　村　惠　代 令和3年6月21日
令和4年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和5年6月）

監　　事 弘　中　美　光 令和3年6月21日
令和4年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和5年6月）

監　　事 真　鍋　俊　幸 令和3年6月21日
令和4年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和5年6月）

役　職 氏　　　　名 就　任　年　月　日 任　期

評　議　員 山　本　昌　臣 令和3年6月21日
令和6年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和7年6月）

評　議　員 井　川　明　美 令和3年6月21日
令和6年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和7年6月）

評　議　員 田　村　浩　昭 令和3年6月21日
令和6年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和7年6月）

評　議　員 中　村　謙　一 令和3年6月21日
令和6年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和7年6月）

評　議　員 安  野  政  行 令和3年6月21日
令和6年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和7年6月）

評　議　員 白　木　正　博 令和4年3月15日
令和6年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和7年6月）

評　議　員 金　織　俊　弘 令和3年6月21日
令和6年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和7年6月）

評　議　員 藤　田　素　子 令和3年6月21日
令和6年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和7年6月）

評　議　員 白　木　靖　子 令和3年6月21日
令和6年度の最終のものに関する定時評議員会の終結の
時まで（令和7年6月）

Ⅲ．庶務事項

　　１．組　織

　　（２）　評議員　（令和5年3月31日現在）

　　（１）　理事及び監事　（令和5年3月31日現在）
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（３）事務局

事務局長 （１）

事務局次長 （１）

管理係長 事業係長 技術係長（次長兼務）

　　　　　　　（１）

管理係 事業係 技術係

主任（正規職員） （技術係兼務） （１）

嘱託・臨時職員 （2） （１） （事業係兼務）

（令和5年3月31日現在）

　　　　　　　　（１） 　　

＊職員総数は、8名。

　　　　　　　

　　　　　　　

-21-



会議の名称 開催年月日

臨時評議員会
令和5年
3月14日(火)

　令和4年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第34条

・令和3年度事業報告について

ついて

・令和4年度臨時評議員会の日時及び場所並びに目的である事項に

予算並びに資金調達及び設備投資の見込みについて

・令和3年度決算報告について

の一部を改正する規則について

について

ていない。

・令和5年度公益財団法人下松市文化振興財団事業計画及び収支

・理事長、副理事長及び常務理事の職務執行状況の報告について

規則について

令和5年
3月6日（月）

・専決処分した公益財団法人下松市文化振興財団職員の給与に関す

る規程の一部を改正する規程の承認について

・公益財団法人下松市文化振興財団職員の給与に関する規程の一部

について

・公益財団法人下松市文化振興財団嘱託及び臨時職員等就業規則

　２．評議員会等の開催状況について

第1回定時理事会
令和4年
6月6日(月)

第3項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないので作成し

Ⅳ．附属明細書について

・公益財団法人下松市文化振興財団育児休業規則の一部を改正する

・公益財団法人下松市文化振興財団組織規程の一部を改正する規程

について

定時評議員会

第2回定時理事会

令和4年
6月21日（火）

・理事長、副理事長及び常務理事の職務執行状況の報告について

いて

・令和5年度公益財団法人下松市文化振興財団事業計画及び収支

予算並びに資金調達及び設備投資の見込みについて

主な議決事項等

・令和3年度事業報告について

・令和3年度決算報告について

・令4年度定時評議員会の日時及び場所並びに目的である事項につ

・公益財団法人下松市文化振興財団就業規則の一部を改正する規則

程について

・公益財団法人下松市文化振興財団介護休業規則の一部を改正する

規則について

・公益財団法人下松市文化振興財団就業規則の一部を改正する規則

・公益財団法人下松市文化振興財団嘱託及び臨時職員等就業規則

の一部を改正する規則について

・専決処分した公益財団法人下松市文化振興財団嘱託及び臨時職員

等就業規則の一部を改正する規則の承認について

を改正する規程について

・公益財団法人下松市文化振興財団再雇用規程の一部を改正する規
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科　　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　減

Ⅰ　資産の部

　１．流動資産

　　　　　  現金預金 21,332,613 23,964,161 △ 2,631,548

　　　      未収金 82,105 150,801 △ 68,696

　　　      前払金 495 550 △ 55

　 　　　流動資産合計 21,415,213 24,115,512 △ 2,700,299

　２．固定資産

　　（1) 基本財産

　　　　　　定期預金 100,000,000 100,000,000 0

　　　　 基本財産合計 100,000,000 100,000,000 0

　　（2）特定資産

　　　　　　退職給付引当資産 50,816,315 47,746,559 3,069,756

　　　　　　自主事業調整積立金 15,000,000 15,000,000 0

　　　　　　財政調整基金 10,809,290 10,809,290 0

　　　　 特定資産合計 76,625,605 73,555,849 3,069,756

　　（3）その他の固定資産

　　　　　　車輌運搬具 1,008,474 1,278,261 △ 269,787

　　　　　　備品 13 13 0

　　　　　　ソフトウエア 166,174 211,494 △ 45,320

　　　　　　リサイクル預託金 9,720 9,720 0

　　　　　その他の固定資産合計 1,184,381 1,499,488 △ 315,107

　　　　　固定資産合計 177,809,986 175,055,337 2,754,649

　　　　　資産合計 199,225,199 199,170,849 54,350

Ⅱ　負債の部

　１.　流動負債

　　　       未払金 17,241,888 19,187,279 △ 1,945,391

　　　       未払法人税等 137,800 119,900 17,900

　　　　　   前受金 3,892,010 3,285,970 606,040

　　　　　   預り金 1,018,074 2,712,029 △ 1,693,955

　　　　　流動負債合計 22,289,772 25,305,178 △ 3,015,406

　２.　固定負債

　　　　　　 退職給付引当金 50,816,315 47,746,559 3,069,756

　　　　　固定負債合計 50,816,315 47,746,559 3,069,756

　　　　　負債合計 73,106,087 73,051,737 54,350

Ⅲ　正味財産の部

　１.　指定正味財産

　　　　　指定正味財産合計 100,000,000 100,000,000 0

　２.　一般正味財産

　　　　　一般正味財産合計 26,119,112 26,119,112 0

　　　　　正味財産合計 126,119,112 126,119,112 0

　　　　　負債及び正味財産合計 199,225,199 199,170,849 54,350

　貸借対照表

  (単位：円)
令和５年３月３１日現在
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科　　　　　目
公益目的
事業会計

収益事業等
会　　計

法人会計
内部取引

消去
合　　計

Ⅰ　資産の部
　１．流動資産
　　　　　  現金預金 16,486,607 3,705,754 1,140,252 0 21,332,613
　　　      未収金 27,577 28,446 26,082 0 82,105
　　　      前払金 495 0 0 0 495
　 　　　流動資産合計 16,514,679 3,734,200 1,166,334 0 21,415,213
　２．固定資産
　　（1) 基本財産
　　　　　　定期預金 100,000,000 0 0 0 100,000,000
　　　　 基本財産合計 100,000,000 0 0 0 100,000,000
　　（2）特定資産
　　　　　　退職給付引当資産 40,653,052 7,114,284 3,048,979 0 50,816,315
　　　　　　自主事業調整積立金 0 0 15,000,000 0 15,000,000
　　　　　　財政調整基金 0 0 10,809,290 0 10,809,290
　　　　 特定資産合計 40,653,052 7,114,284 28,858,269 0 76,625,605
　　（3）その他の固定資産
　　　　　　車輌運搬具 806,780 100,847 100,847 0 1,008,474
　　　　　　備品 10 3 0 0 13
　　　　　　ソフトウエア 0 0 166,174 0 166,174
　　　　　　リサイクル預託金 7,776 972 972 0 9,720
　　　　　その他の固定資産合計 814,566 101,822 267,993 0 1,184,381
　　　　　固定資産合計 141,467,618 7,216,106 29,126,262 0 177,809,986
　　　　　資産合計 157,982,297 10,950,306 30,292,596 0 199,225,199
Ⅱ　負債の部
　１.　流動負債
　　　       未払金 14,195,060 1,836,516 1,210,312 0 17,241,888
　　　       未払法人税等 0 137,800 0 0 137,800
　　　　　   前受金 2,686,320 1,205,690 0 0 3,892,010
　　　　　   預り金 422,438 554,131 41,505 0 1,018,074

　　　　　流動負債合計 17,303,818 3,734,137 1,251,817 0 22,289,772

　２.　固定負債
　　　　　　 退職給付引当金 40,653,052 7,114,284 3,048,979 0 50,816,315
　　　　　固定負債合計 40,653,052 7,114,284 3,048,979 0 50,816,315

　　　　　負債合計 57,956,870 10,848,421 4,300,796 0 73,106,087
Ⅲ　正味財産の部
　１.　指定正味財産
　　　　　指定正味財産合計 100,000,000 0 0 0 100,000,000

　２.　一般正味財産
　　　　　一般正味財産合計 25,427 101,885 25,991,800 0 26,119,112

　　　　　正味財産合計 100,025,427 101,885 25,991,800 0 126,119,112
　　　　　負債及び正味財産合計 157,982,297 10,950,306 30,292,596 0 199,225,199

　貸借対照表内訳表

令和５年３月３１日現在
  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位：円)

-24-



科　　目 当年度 前年度 増　減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　（１）経常収益

　　　　 基本財産運用益 30,000 577 29,423

　　　　 会費収益 1,767,000 1,733,000 34,000

　　　　 事業収益 137,384,488 127,420,902 9,963,586

　　　　　　文化事業入場料 5,447,400 972,500 4,474,900

　　　　　　管理運営受託料 123,012,373 116,183,162 6,829,211

　　　　　　文化事業受託料 8,924,715 10,265,240 △ 1,340,525

　　　　 利用料収益 21,260,210 19,396,490 1,863,720

　　　　 受取補助金等 0 2,499,970 △ 2,499,970

　　　　　下松市新型コロナウイルス対策補助金 0 2,499,970 △ 2,499,970

　　　　 雑収益 883,997 618,224 265,773

　　　　　  受取利息 1,487 6,242 △ 4,755

　　　　　　販売手数料 366,765 160,466 206,299

　　　　　　その他雑収入 515,745 451,516 64,229

　　　経常収益計 161,325,695 151,669,163 9,656,532

　（２）経常費用

　　　 事業費 143,470,261 135,476,067 7,994,194

　　　　　役員報酬 1,632,000 1,632,000 0

　　　　　給  料 18,705,480 18,519,600 185,880

　　　　　職員手当 12,002,044 11,201,852 800,192

　　　　　福利厚生費 6,075,550 6,002,439 73,111

　　　　　嘱託･臨時雇賃金 5,383,023 5,421,891 △ 38,868

　　　　　旅費交通費 4,160 0 4,160

　　　　　消耗品費 672,321 1,648,849 △ 976,528

　　　　　消耗什器備品費 55,385 368,060 △ 312,675

　　　　　食糧費 75,202 12,420 62,782

　　　　　燃料費 95,907 38,358 57,549

　　　　　印刷製本費 1,587,290 1,759,410 △ 172,120

　　　　　光熱水料費 21,778,967 16,386,733 5,392,234

　　　　　修繕費 1,031,025 1,128,372 △ 97,347

　　　　　通信運搬費 894,582 932,642 △ 38,060

　　　　　宣伝広告費 440,000 870,000 △ 430,000

　　　　　保険料 195,080 158,099 36,981

　　　　　手数料 420,416 177,070 243,346

　　　　　委託料 53,536,802 50,233,378 3,303,424

　　　　　賃借料 6,684,315 7,094,611 △ 410,296

　　　　　雑費 366,190 1,824,520 △ 1,458,330

　　　　　支払負担金・補助金 3,636,373 2,579,972 1,056,401

　　　　　租税公課費 5,069,770 4,813,223 256,547

　　　　　退職給付費用 2,885,571 2,429,760 455,811

　　　　　減価償却費 242,808 242,808 0

正味財産増減計算書

令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで

（単位：円）
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科　　目 当年度 前年度 増　減

　　　管理費 17,717,734 16,071,696 1,646,038

　　　　　役員報酬 624,200 647,700 △ 23,500

　　　　　給  料 1,296,120 1,286,400 9,720

　　　　　職員手当 861,884 804,420 57,464

　　　　　福利厚生費 360,452 364,542 △ 4,090

　　　　　嘱託･臨時雇賃金 183,702 185,029 △ 1,327

          旅費交通費 64,660 2,080 62,580

　　　　　消耗品費 352,632 321,982 30,650

　　　　　燃料費 5,351 4,262 1,089

　　　　　印刷製本費 181,642 187,445 △ 5,803

　　　　　光熱水料費 4,953,246 3,681,400 1,271,846

　　　　　修繕費 74,039 81,030 △ 6,991

　　　　　通信運搬費 31,581 35,078 △ 3,497

　　　　　宣伝広告費 22,000 22,000 0

　　　　　保険料 10,990 6,881 4,109

　　　　　手数料 330,000 330,000 0

　　　　　委託料 6,184,920 6,313,266 △ 128,346

　　　　　賃借料 332,789 330,469 2,320

　　　　　支払負担金・補助金 1,324,212 1,017,209 307,003

　　　　　租税公課費 266,830 253,327 13,503

　　　　　退職給付費用 184,185 155,091 29,094

　　　　　減価償却費 72,299 42,085 30,214

　　　経常費用計 161,187,995 151,547,763 9,640,232

        評価損益等調整前当期経常増減額 137,700 121,400 16,300

　　　　評価損益等計 0 0 0

　　　　当期経常増減額 137,700 121,400 16,300

　２．経常外増減の部

　　（１）経常外収益

　　　　　固定資産売却益 0 0 0

　　　   経常外収益計 0 0 0

　　（２）経常外費用

　　　　　固定資産除却損 0 0 0

　　　   経常外費用計 0 0 0

　　　　　当期経常外増減額 0 0 0

　　　　　税引前当期一般正味財産増減額 137,700 121,400 16,300

　　　　　法人税、住民税及び事業税 137,700 121,400 16,300

　　　　　当期一般正味財産増減額 0 0 0

　　　　　一般正味財産期首残高 26,119,112 26,119,112 0

　　　　　一般正味財産期末残高 26,119,112 26,119,112 0

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0

　　　　　指定正味財産期首残高 100,000,000 100,000,000 0

　　　　　指定正味財産期末残高 100,000,000 100,000,000 0

Ⅲ　正味財産期末残高 126,119,112 126,119,112 0

（単位：円）
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科　　目 公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計 内部取引消去 合　計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１．経常増減の部

　　（１）経常収益

　　　　基本財産運用益 30,000 0 0 30,000

　　　　会費収益 680,000 1,087,000 0 1,767,000

　　　　事業収益 107,025,912 12,641,427 17,717,149 0 137,384,488

　　　　　　文化事業入場料 5,441,400 6,000 0 5,447,400

　　　　　　管理運営受託料 92,659,797 12,635,427 17,717,149 123,012,373

　　　　　　文化事業受託料 8,924,715 0 0 8,924,715

　　　　利用料収益 13,681,190 7,579,020 0 21,260,210

　　　　受取補助金等 0 0 0 0 0

　　　　　下松市新型コロナウイルス対策補助金 0 0 0 0

　　　　雑収益 768 882,644 585 0 883,997

　　　　　  受取利息 768 134 585 1,487

　　　　　　販売手数料 0 366,765 0 366,765

　　　　　　その他雑収入 0 515,745 0 515,745

　　　経常収益計 121,417,870 22,190,091 17,717,734 0 161,325,695

　（２）経常費用

　　　 事業費 123,897,833 19,572,428 0 0 143,470,261

　　　　　役員報酬 1,428,000 204,000 1,632,000

　　　　　給  料 15,868,680 2,836,800 18,705,480

　　　　　職員手当 10,291,142 1,710,902 12,002,044

　　　　　福利厚生費 5,203,352 872,198 6,075,550

　　　　　嘱託･臨時雇賃金 4,642,649 740,374 5,383,023

　　　　　旅費交通費 4,160 0 4,160

　　　　　消耗品費 463,221 209,100 672,321

　　　　　消耗什器備品費 47,077 8,308 55,385

　　　　　食糧費 65,782 9,420 75,202

　　　　　燃料費 73,564 22,343 95,907

　　　　　印刷製本費 1,421,080 166,210 1,587,290

　　　　　光熱水料費 18,674,355 3,104,612 21,778,967

　　　　　修繕費 884,051 146,974 1,031,025

　　　　　通信運搬費 841,480 53,102 894,582

　　　　　宣伝広告費 440,000 0 440,000

　　　　　保険料 149,469 45,611 195,080

　　　　　手数料 323,275 97,141 420,416

　　　　　委託料 46,592,868 6,943,934 53,536,802

　　　　　賃借料 6,000,494 683,821 6,684,315

　　　　　雑費 264,117 102,073 366,190

　　　　　支払負担金・補助金 3,118,005 518,368 3,636,373

　　　　　租税公課費 4,429,378 640,392 5,069,770

　　　　　退職給付費用 2,455,805 429,766 2,885,571

　　　　　減価償却費 215,829 26,979 242,808

正味財産増減計算書内訳表

令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで

（単位：円）
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科　　目 公益目的事業会計 収益事業等会計 法人会計 内部取引消去 合　計

　　　 管理費 0 0 17,717,734 0 17,717,734

　　　　　役員報酬 624,200 624,200

　　　　　給  料 1,296,120 1,296,120

　　　　　職員手当 861,884 861,884

　　　　　福利厚生費 360,452 360,452

　　　　　嘱託･臨時雇賃金 183,702 183,702

          旅費交通費 64,660 64,660

　　　　　消耗品費 352,632 352,632

　　　　　燃料費 5,351 5,351

　　　　　印刷製本費 181,642 181,642

　　　　　光熱水料費 4,953,246 4,953,246

　　　　　修繕費 74,039 74,039

　　　　　通信運搬費 31,581 31,581

　　　　　宣伝広告費 22,000 22,000

　　　　　保険料 10,990 10,990

　　　　　手数料 330,000 330,000

　　　　　委託料 6,184,920 6,184,920

　　　　　賃借料 332,789 332,789

　　　　　支払負担金・補助金 1,324,212 1,324,212

　　　　　租税公課費 266,830 266,830

　　　　　退職給付費用 184,185 184,185

　　　　　減価償却費 72,299 72,299

　　　経常費用計 123,897,833 19,572,428 17,717,734 0 161,187,995

　　　評価損益等調整前当期経常増減額 △ 2,479,963 2,617,663 0 0 137,700

　　　評価損益等計 0 0 0 0 0

　　　　当期経常増減額 △ 2,479,963 2,617,663 0 0 137,700

　２．経常外増減の部

　　（１）経常外収益

　　　　　固定資産売却益 0 0 0 0 0

　　　   経常外収益計 0 0 0 0 0

　　（２）経常外費用

　　　　　固定資産除却損 0 0 0 0 0

　　　   経常外費用計 0 0 0 0 0

　　　　　当期経常外増減額 0 0 0 0 0

　　　    他会計振替額 2,479,963 △ 2,479,963 0 0 0

　　　　税引前当期一般正味財産増減額 0 137,700 0 0 137,700

　　法人税、住民税及び事業税 0 137,700 0 0 137,700

　　　　　当期一般正味財産増減額 0 0 0 0 0

　　　　　一般正味財産期首残高 25,427 101,885 25,991,800 0 26,119,112

　　　　　一般正味財産期末残高 25,427 101,885 25,991,800 0 26,119,112

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　　　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0

　　　　　指定正味財産期首残高 100,000,000 0 0 0 100,000,000

　　　　　指定正味財産期末残高 100,000,000 0 0 0 100,000,000

Ⅲ　正味財産期末残高 100,025,427 101,885 25,991,800 0 126,119,112

（単位：円）
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(単位：円)
科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産
　　定期預金 100,000,000 0 0 100,000,000

小　計 100,000,000 0 0 100,000,000
特定資産
　　退職給付引当資産 47,746,559 3,069,756 0 50,816,315
　　自主事業調整積立金 15,000,000 0 0 15,000,000
　　財政調整基金 10,809,290 0 0 10,809,290

小　計 73,555,849 3,069,756 0 76,625,605
合　計 173,555,849 3,069,756 0 176,625,605

(単位：円)

科　　目 当期末残高
うち指定正味財産
からの充当額

うち一般正味財産
からの充当額

うち負債に対応
する額

基本財産
　　定期預金 100,000,000 100,000,000 0 0

小　計 100,000,000 100,000,000 0 0
特定資産
　　退職給付引当資産 50,816,315 0 0 50,816,315
　　自主事業調整積立金 15,000,000 0 15,000,000 0
　　財政調整基金 10,809,290 0 10,809,290 0

小　計 76,625,605 0 25,809,290 50,816,315
合　計 176,625,605 100,000,000 25,809,290 50,816,315

(単位：円)
科　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高 備　考

　車輌運搬具 2,537,183 1,528,709 1,008,474
　備品 4,786,465 4,786,452 13
　ソフトウエア 817,225 651,051 166,174

合　計 8,140,873 6,966,212 1,174,661

　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

　２　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　　（３）消費税の会計処理
　　　　　消費税の会計処理は、税込み方式を採用している。

　３　基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　４　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

　　　　している。

財務諸表に対する注記

　１　重要な会計方針
　　（１）固定資産の減価償却の方法

　　（２）引当金の計上基準
　　　　　車輌運搬具、備品及びソフトウエアについて、定額法による減価償却を実施している。

　　　　　退職給付引当金について、職員の退職給付に備えるため、当期末における要支給額を計上
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　２　引当金の明細

(単位：円)

目的使用 その他

退職給付引当金 47,746,559 3,069,756 0 0 50,816,315

　 基本財産及び特定資産の明細は、「財務諸表に対する注記」の２．基本財産及び特定資産の

増減額及び残高に記載してあるため省略する。

　１　基本財産及び特定資産の明細

附　　属　　明　　細　　書

当期減少額
期首残高科　　目 当期増加額 期末残高

-30-



場所・物量等 使用目的等 金　　　　　額

（流動資産）

現金預金

　小口現金 手許保管 運転資金として 260,203
　預金 西京銀行下松支店／普通預金 同上 30,000

山口銀行下松支店／普通預金 同上 1,145,985
東山口信用金庫栄町支店／普通預金 同上 19,895,325
ゆうちょ銀行／当座預金 同上 1,100

未収金 下松医師会他の未収金 光熱水料費等の未収分 82,105
前払金 会費手数料の前払金 翌年度事業費用の支払として 495

21,415,213
（固定資産）

  基本財産

定期預金 西京銀行下松支店／定期預金 公益目的保有財産であり、 100,000,000
運用益を公益目的事業の財

源として使用している。

　特定資産

退職給付引当資産 東山口信用金庫栄町支店／定期預金 職員退職給付引当金見合の 50,816,315
引当資産として管理している。

自主事業調整積立金 東山口信用金庫栄町支店／定期預金 管理目的保有財産（100％） 15,000,000
財政調整基金 山口銀行下松支店／定期預金 同上 10,809,290

　その他の固定資産

車輌運搬具 2台 （共用財産） 1,008,474
うち公益目的保有財産（80％） 806,780
うち収益及び管理目的保有 201,694
財産（20％）

備品 レジスター他12件 （共用財産） 13
うち公益目的保有財産（80％） 10
うち収益目的保有財産（20％） 3

ソフトウエア 公益法人会計ソフト 管理目的保有財産（100％） 166,174
リサイクル預託金 普通自動車リサイクル預託金 （共用財産） 9,720

うち公益目的保有財産（80％） 7,776
うち収益及び管理目的保有 1,944
財産（20％）

177,809,986

199,225,199
（流動負債）

未払金 業務委託料等 公益目的事業等に関する負債 17,241,888
未払法人税等 法人税、住民税、事業税 収益目的事業に関する負債 137,800
前受金 施設利用料金・財団会費 公益目的事業及び収益目的 3,892,010

事業に使用する翌事業年

度の前受金である。

預り金 職員より預り金等 社会保険、所得税他 1,018,074

22,289,772
（固定負債）

退職給付引当金 職員に対するもの 公益目的事業等に従事 50,816,315
する職員の退職給付引当

金である。

50,816,315

73,106,087

126,119,112

　固定資産合計

　財 産 目 録
令和５年３月３１日現在

(単位：円)
貸借対照表科目

　流動資産合計

　　　資産合計

　流動負債合計

　固定負債合計

　　　負債合計

　　　正味財産
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